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 現在我々は、認知症の機能的な面に着目し、精神生
理学的指標を用いて検討している。この認知機能に関
しては、様々な精神生理学的手法が開発され、研究が
なされているが、今回我々は、１．近赤外線スペク
トロスコピー（NIRS：near-infrared spectroscopy：以
下、NIRS）1）による酸素化ヘモグロビン変動量（以
下、δoxy-Hb）、2．探索眼球運動 2, 3）、3．視覚事象
関連電位 4）に関して報告する。以下報告する研究１
～3 における被験者は、もの忘れ外来及び検診受診
者であった。また、以下の研究は、久留米大学倫理
委員会の承認を得て行っており、総ての被験者には、
研究内容を書面にて説明し同意を得たのち施行して
いる。被験者は研究 1と 3では、改訂長谷川式テス
ト（以下、HDS-R）、MMSEにより、認知症群（HDS-R

が 20点以下またはMMSEが 23点以下）、中間群{高
リスク群：HDS-R（21～24点）、低リスク群：HDS-R

が 25～27点}、健常群（HDS-RおよびMMSEが 28

点以上）に分類している（4 群間に年齢の有意差は
無い）。 

 

1．認知症の単一言語脳ヘモグロビン変動の特徴 
 NIRS を用い、日本人にとっては馴染み深い言語
ゲーム（課題）である「しりとり」を 120名（認知
症群 30名、高リスク群 21名、低リスク群 40名、健
常群 29名）に実施した。選択的注意の統御を担い、

課題遂行に必要な「表象を維持する」機能を果たし
ていると考えられている左背外側前頭前領域にて、
認知症群が、有意に低リスク中間群及び健常群より
δoxy-Hbが有意に少なかった（図1）。また、δoxy-Hb

が HDS-RおよびMMSEとは正の、Zスコア 5）とは
負の有意な相関を示したことから、NIRS 検査の妥
当性が示唆された。 

 

2．認知症の探索眼球運動の特徴 
 認知症では、早期から後部帯状回等も関与する視
覚機能の障害が存在するとの報告もあり、認知症と
視覚機能の間には何らかの関係があると考えられる。
ここでは、230名（認知症群 52名、高値群 36名、
低リスク群 73名、健常群 69名）を対象に視覚機能
を探索眼球運動検査装置（アイマークレコーダー）
を用いて計測し、小島ら 2）が提唱した反応探索スコ
ア（以下、RSS）を精神生理学的指標として、また、
画像診断（70名に MRIを行い VSRADの Zスコア
を求めた）を含め検討した。被験者は、中間群を、
総 RSSより、高値群（6点以上）、低値群（6点以下）
に分類している。視覚認知機能である RSSは高値群
が低値群より有意に小さく、高値群と認知症群の間
に有意差はなかった。この結果から、認知症群は、
対人的な機能の障害があり、社会的視覚機能は障害
されていると考えられる。また VSRADの Zスコア
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と RSSに有意な負の相関が観察された事は、探索眼
球運動が重要な認知症の診断および早期発見に有用
であることを示している。 

 

3．認知症の事象関連電位 P300 成分の特徴 
 P300成分は Polich 4）によれば、大脳辺縁系連合野
から海馬にいたる部位の総合的賦活により発生して
いると報告され、P300 振幅が注意資源の分配量を、
P300 潜時が注意資源の分配スピードを示すとして
いる。この P300 潜時成分が、認知症では延長する
と報告されている．ここでは、68 名（認知症群 20

名、高リスク群 13名、低リスク群 11名、健常群 24

名）の視覚誘発 P300 成分の検討をした。認知症群
が低リスク群および健常群より P300 最大振幅が有
意に低下し、P300 潜時が有意に延長した。更に
HDS-RおよびMMSEと P300最大振幅の間に有意な
正の相関、HDS-RおよびMMSEと P300潜時の間に
有意な負の相関が見られた。この結果から、認知症
者や高リスク者では、注意資源の分配量および注意
資源の分配速度が低下しているといえる。 

おわりに 
 これまで我々は、事象関連電位（以下、ERP）、機
能的 MRI、NIRS 等、様々な精神生理学的計測手段
を用いて高齢者の脳活動を計測し、比較検討してき
た。そのなかで、これらの結果が認知症を含めたヒ
ト脳機能に関するバイオフィジオロジカル・マーカ
ーとなる可能性を見いだした。だが残念な事に、そ
れぞれの測定法には一長一短があるため、現状では、
これらの単独測定の結果だけで認知症の異常を説明
し、臨床に役立てることには不十分であろう。そこ
で我々は、これらの計測を複数同時に行うなどして、
その結果を組み合わせることで、それぞれの短所を
補い、より正確に認知症を捉えていきたいと考えて
いる。今回報告した ERP、NIRS、眼球運動はいずれ
も比較的簡便な測定手段である。特に NIRS や眼球
運動はその測定機器が可搬性に優れているため、検
診にはうってつけである。我々は、これらの測定結
果をバイオフィジオロジカル・マーカーとして確立
させていけたらと願っている。 

 

図 1 しりとり課題中の酸素化ヘモグロビンの変動 

頭部の図（上）は、左 11, 19記録部と右 12, 22記録部の最大 oxy-Hb変動を示す。棒グラフは、
横軸に群と縦軸にそれぞれの ROIおける oxy-Hb変動量（δoxy-Hb）である。認知症群（■）、
高リスク群（■）、低リスク群（■）および健常群（□）。*：p<0.05, **：p<0.01, ***：p<0.001.  
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 この論文は、平成 24年 6月 9日（土）第 19回九
州老年期認知症研究会及び、平成24年7月28日（土）
第 26回老年期認知症研究会で発表された内容です。 


